
豊かな心と基礎・基本を身につけ，多様性を尊重し，自ら学び切り拓く子どもの育成

聴く力、読む力、つながる力を育み、根拠をもって自分の考えを表現できる子どもの育成

３　重点目標・達成指標、重点的取組等

重点的取組 評価 成果と課題、及び次期（次年度）に向けての取組

学
校

➀読む力・聴く力の育成
②如水STを意識した授業の実施

B

①「授業で友達の話が聴ける」Ａ層児童(12月61％)    ②「進んで本を読んだ」A層児童(12月52％）  ③中津市学力調
査で4学年が標準偏差値を上回る。④単元テスト７０点未満：「算数」知識理解７％・思考判断技能21％・「国語」知
識理解9.5％・思考判断表現7.6％
○読解ドリルで、読むことの意識は上がり、授業中の表現活動（考えを書く・説明する）を多く行った成果が国語に表れ
た。。
★学び合いの視点、課題をわかりやすく短く指示、思考表現の時間を十分確保。ペアグループで伝え教え合う対話のある
授業改善。
★子どもが互いに学び合い教え合う良さを体験できる人間関係作りプログラムの実施。

家
庭

○家庭学習の徹底
○生活習慣の確立 B

○アンケートの結果、よくできた、できたと答えた保護者が91％。児童も67％
▲県調査結果、家庭での学習時間が、全国・県平均より低い。
★宿題以外にも子どもたちが意欲的に取り組める課題など、学習の手引きを再確認する。

地
域

学習支援の実施

A

放課後学習教室　R2：6人　→　R3：12人
土曜日教室　R2：12人　→　　R3：10人
如水文化伝統教室　R2：29人　→　R3：28人
○放課後学習教室に参加する児童が増え、自分の学習に取り組む場となっている。(感染症対応の上、26回実施)
〇ミシンサポーター、書写サポーターなど地域の皆さんに支援をいただいた。
★放課後子ども教室との連携をさらに発展継続する。

学
校

①表現力向上を中心に据えた授業
の実践
②授業の振り返りの充実

B

①「授業で自分の考えが言える」Ａ層児童(５月５８％ →１２月５０％)
②「授業で振り返りができている」Ａ層児童(５月A層６６％ →１２月A層６０％)
▲「聞いた後、質問や感想が言える」児童は３６％。友達の考えを聞くだけの一方通行になっている。
★思考ツール、キーワードで自分の考えを持たせ、学び合い活動につなぐ授業改善。
★如水STのテンポある授業で、振り返りの時間を確保。

家
庭

ありがとう運動の推進
A

保護者アンケートで「ありがとうを伝え合う」が91％
〇ほとんどの家庭が「ありがとう」スローガンを意識し取り組んでいる。
★「ふわふわ言葉でやさしい如水」活動を実施し、課題を見つけ考えさせる。

地
域

あいさつの推進
B

保護者アンケートで「あいさつがよくできる」が８３％
〇朝の指導や見回り活動で地域や保護者が協力してあいさつ運動に取り組んでいる。
★気持ちのよいあいさつができることの価値をよりわかりやすく指導する。

学
校

➀生活プロジェクトの実施
➁課題をとらえ、目標をもって取
り組む力の育成 B

➀「生活プロジェクトに進んで取り組んだ」(５月A層５１％  →１２月A層６０％ )
➁「自分で課題を見つけ目標をもって取り組むことができた」（５月A層５７％ →１２月A層５６％）
○児童アンケートやレーダーチャートで、各学級の課題や取り組みを考えることができた。
★進捗状況を校内放送を使って全校に知らせ、学校行事と連動し全校で課題から目標を見立て取り組む
場とする。
○目標の振り返りや修正改善することを、教師が意識をもって取り組むことができてきた。
★教師がどのように支援・振り返らせるかにポイントをあて、目標をもつ大切さを実感させる。

家
庭

家族の一員として協働する力の育
成 B

〇保護者アンケートで「家での仕事をよくしている」が、Aが３６％
★一人一人手伝いをめざしてAの割合を４０％まであげれるように、学校通信、学級通
信、懇談会等を通じて呼びかけていく。

地
域

地域のよさや文化についてよさを
伝える A

〇ミシン・書写サポーター、稲作のゲストティーチャー、合唱指導アドバイザーなど感染
対応をすすめながら地域の方に指導していただいた
★コミュニティセンターを拠点とし、スクスクプロジェクトを実施。総合的な学習を中心
として重点目標につながる活動にゲストティーチャーを招聘していく。

学
校

在校の超過勤務４５時間以内の実
現

B

平均超過勤務(4月46.8時間 →7月32.2時間→12月33.6時間→1月26.9時間)
○定時退庁日に完全退庁に向けて音楽で流し声をかけるとともに、学期末整理期間を設定。
○スクールサポートスタッフが、担任が行っていた印刷、教材準備、校内消毒などを担っている。
▲授業準備の時間確保による授業改善の維持、持ち帰り業務の常態化。
★校時表の見直し、デジタル教科書等ICTを使った教材準備、会議資料のデータ化などで時間短縮に取り組む。
★教育補助員の増員を申請するなど人的資源の確保の推進。

家
庭

教員の超過勤務実態の理解
B

〇午前7時に登校する児童や午後6時以降の保護者からの問い合わせが多いため、業務改善
の取り組みを周知した結果、6時以降の電話は減ってきている。
★定期的に業務改善の取り組みを周知する。

地
域

定期的な見回り実施
A

保護者による地区別安全パトロールの取り組みを継続して実施する。
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午後６時以降の電話はしない。

校区の定期的な見回りを行う。

○平均在校時間の縮減
平均超過勤務
(昨年12月34.5時間
　　　　→12月33.6時間
○定時退庁の実施

校務改善、効率化の意識を持ち、18時に退庁の声かけをみんな
で行う。

在校時間の縮
減働

き
方
改
革
の
推
進

毎日「宿題はどうだった？」と声かけ運動をする。

各機関と連携し、ゲストティーチャー活動を推進する。

課題を見つ
け、学びをつ
なげ、多面
的・多角的に
考え表現でき
る子ども

①「授業で自分の考えが言
える」と答えるＡ層児童の
割合を５％増やす
(５月58％
             →12月50％)

②「授業で振り返りができ
ている」と答えるＡ層児童
の割合を５％増やす。
(５月A層66％
             →12月A層60％)

①授業者が、毎時間、聴き方指導（聴くとき作業をやめる・相手を見
る）をする。
②授業者が、キーワードを活用して児童に見通しを持たせたり、まとめ
で使わせたりする。

①担任が、各学級の課題を自分たちで取り組ませた進捗状況を、全校に発表させ
る。
②担任が、学習生活行事で、キャリアノートを活用し自ら課題をとらえ、目標の
振り返りや声かけをしながら取り組ませる。

           　　　　　　令和3年度　学校自己評価　　 　中津市立如水小学校    R4.2.10
１　学校の教育目標　

重点目標 達成指標 取組指標

２　育成を目指す資質・能力

①授業者が、週2回以上、思考ツールを用いて考えさせたり書かせたり
する。
②授業者が、毎時間、振り返り時間を確保し行う。

子どもと一人一手伝いを決め、取り組ませる。

聴く力、読む
力等、基本を
大切にし、
確実に身につ
ける子ども

①「授業で友達の話が聴け
る」Ａ層児童の割合を５％
増やす
(５月65％  →12月61％)
②「進んで本を読んだ」A
層児童の割合を５％増や
す。(５月57％→12月
52％）
③中津市学力調査(国・算)
で、標準偏差値５０を上回
る
④単元テストの７０点未満
（C層）の割合を2割以下に
する。

毎週水曜放課後学習教室、土曜日教室、学習支援活動を実施す
る。

家で「１日１回ありがとう」を実施する。

地域で連携し、あいさつ運動に取り組む。

学びを生か
し、目標を持
ち挑戦する子
ども

➀生活プロジェクトに進ん
で取り組んだ」Ａ層児童の
割合を５％増やす。
(５月A層51％
             →12月A層60％
)
➁自分で課題を見つけ目標
をもって取り組むことがで
きたと答える児童のA層の
割合を５％増やす。
（５月A層57％
             →12月A層
56％）

評定判断基準

Ａ ・・・達成率９０～１００％

Ｂ ・・・達成率７０～ ８９％

Ｃ ・・・達成率６０～ ６９％

Ｄ ・・・達成率６０％未満


